
おうち時間を有意義に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在、緊急事態宣言中ということもあり、放課後の活動が基本的にありませ

ん。普段部活動や委員会活動をしていた人達は放課後どのような時間を過ご

しているのでしょうか。基本的には自宅での時間が増えていると思うので、そ

の時間をトレーニングや学習、趣味に充てるなど、できる限り有意義に使っ
てほしいと思います。普段忙しくてできなかったことをやってみるのも良いと

思います。 

 また、１日１ページが約束になっているマルノートを、この期間は１日２ページ以上やってみては
いかがでしょうか。 

 

 自分自身が今やっておくべきことをよく考え、行動できると良いですね。また、何気ない日常の
中で「たのしい」と思えることを増やせると素敵です。「面倒くさい」と思っていることの中に、小さな

「たのしい」があるのかもしれません。あなたの「たのしい」は日常にどれくらいありますか？ 

 

 

 

出典：ヨシタケシンスケ，『なんだろうなんだろう』，光村図書，2019,p6-7，ISBN978-4-8138-0264-8 
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来週の予定 

道徳授業 ～国際理解～ 

充実した昼休み 

 

 

 今週の道徳授業では、『異文化の人々と共に生きる』という教材を読んで、国際理
解について考えました。日本人と外国の人との間に生じたギャップを巡る事例を通
して、異文化に属する人どうしが共に生きていくために大切なことについて考えま

した。異文化を尊重し、理解し合おうとする判断力や心情の大切さに気付
くことができました。 

 グローバル化が進展している今、世界の中の日本人としての自覚が大切にな
ってきます。 

 

 

 

 

○ 日本の文化に慣れていない人に優しく教えてあげること。 

○ 少しずつ一緒に理解し、相手の文化について考えること。 

○ 人の意見を聞きながら、自分の意見を聞いてもらうこと。 

○ もっと日本人と外国人が触れ合う場所をつくり、他国の文化も知った上で、どうすればよい

かを考えること。 

 

 

 昼休みの２０分間は、みんな好きなことをして過ごしています。寒さに負けず外や体育館で遊ぶ人た

ち、図書室で本を読む人たち、教室から校庭を眺めたり、おしゃべりをしたり、まったりしたり、それぞ

れの昼休みを過ごしています。こういう時間ってとても大切だなと感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８（月） 
６時間授業 

①数学＆英語テスト!!! 

１９（火） ６時間授業 

２０（水） 
５時間授業 

⑤道徳 

２１（木） 
６時間授業 

⑥総合 手話教室事前指導 

２２（金） ６時間授業 

異なる文化をもつ人々と 

共に生きていくために、大切なことは？ 

生徒の意見を少し紹介します。 

↑部活の先輩とひたすら
走っています。 

→国語係とボランテ
ィアの人たちで各教
室に書初めを貼って
くれました。ありが
とう。 

↑バレーをするバスケ部
の人たち。 

↑図書室で本を探しています。 ↑校庭の様子を見るのって
結構楽しいです。 


